
自
然
へ
の
感
謝
と
祈
り
を
込
め
て

家
族
を
結
び
、
未
来
へ
つ
な
げ
る

生
後
1
0
0
日
の
節
目
を
祝
う
伝
統
行
事

「
お
食
い
初
め
」の
祝
い
膳
に
は
、

わ
が
子
が
生
涯
に
わ
た
り
、

自
然
か
ら
の
豊
か
な
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
初
節
句
」、「
初
誕
生
」、「
七
五
三
」な
ど
、

成
長
の
節
目
ご
と
に
祝
う
行
事
で
は
、

ご
馳
走
を
用
意
し
て
家
族
み
ん
な
で
共
に
食
し
な
が
ら

自
然
へ
の
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。

「
和
食
」は
こ
う
し
た

「
自
然
の
尊
重
」と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、

四
季
折
々
の
恵
み
を
あ
り
が
た
く
い
た
だ
く
中
で

育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
日
本
人
の
体
や
心
の
健
康
を
保
ち
、

家
族
や
地
域
の
絆
を
深
め
る「
和
食
」は

決
し
て
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、

日
々
の
食
卓
を
通
じ
て

伝
え
て
い
く
日
本
の
食
文
化
な
の
で
す
。

誕生・お七夜 お宮参り お食い初め
出産直後にご飯を炊いて茶碗に高
盛りにし、産神（うぶがみ）様 に供え
て感謝します。生後7日目には赤ちゃ
んの名前を命名書に書いて神棚や
床の間などに飾り、家族や親せきで
祝い膳をいただきながら赤ちゃんの
無事な成長を祈願します。

生後30日前後に、土地の守り神で
ある産土神（うぶすながみ）に赤
ちゃんの誕生を報告し、長寿と健康
を祈る行事。祝い着を着せた赤ちゃ
んを、父方の祖母（姑）が抱いてお参
りするのが一般的です。

一生食べることに困らないようにと
願い、生後100日頃に祝い膳を食べ
る真似をさせる儀式。氏神様の境内
で拾った「歯固めの石」を歯ぐきに触
れさせて、石のように丈夫な歯が生
えるように祈願します。

生まれて初めて迎える節句のお祝
い。女の子には上巳の節句（3月3
日）に雛人形を贈り、男の子には端
午の節句（5月5日）に五月人形や鯉
のぼりを贈り、健やかな成長と幸せ
を願います。現在、5月5日は「こども
の日」として国民の祝日に定められ
ています。

満1歳の誕生日をお祝いする行事。
一生食べ物に困らないように、また
力強く育つようにと願い、１升の餅
米でついた「一升餅」を風呂敷に包
んで赤ちゃんに背負わせたり、踏ま
せる地域もあります。

３歳の男女・５歳の男の子・７歳
の女の子の健やかな成長を願い、晴
れ着姿で神社にお参りします。公家
や武家で行われていた、髪を伸ばし
始める「髪置き」、初めて袴をつける
「袴着」、結び
帯を使い始め
る「帯解き」の
儀式に由来し
ます。

初節句

初誕生 七五三 入学・進級・卒業

自然への感謝と祈りを込めた主な行事食

旧暦と新暦
日本では飛鳥時代から月の満ち欠けの周期をもとにした「太陰太陽暦（旧暦）」で暮らしていました。旧暦では 1 カ月が
29 日半となり、実際の季節と月日とに差が生じてくるため、2～3 年に一度、13 カ月の年を設けて調整していましたが、明
治 5 年からは、太陽の動きをもとにした「太陽歴（新暦）」に切り替わりました。現在も地域によっては旧暦で行われている

正
月
（
1
月
1
日
）

人
日
の
節
句
（
1
月
7
日
）

鏡
開
き
（
1
月
11
日
）

小
正
月
（
1
月
15
日
）

節
分
（
2
月
3
日
）

初
午
（
2
月
最
初
の
午
の
日
）

上
巳
の
節
句
（
3
月
3
日
）

春
分
の
日
（
3
月
21
日
頃
）

花
見
（
桜
開
花
の
頃
）

八
十
八
夜
（
5
月
2
日
頃
）

端
午
の
節
句
（
5
月
5
日
）

七
夕
の
節
句
（
7
月
7
日
）

土
用
の
丑
の
日
（
7
月
20
日
頃
）

重
陽
の
節
句
（
9
月
9
日
）

十
五
夜
（
旧
暦
8
月
15
日
）

秋
分
の
日
（
9
月
23
日
頃
）

十
三
夜
（
旧
暦
9
月
13
日
）

七
五
三
（
11
月
15
日
）

冬
至
（
12
月
22
日
頃
）

大
晦
日
（
12
月
31
日
）

お
せ
ち
料
理
、
お
雑
煮
、
お
屠
蘇

七
草
粥　

七
草　

せ
り
、
な
ず
な
（
ぺ
ん
ぺ
ん
草
）

ご
ぎ
ょ
う
（
母
子
草
）、

は
こ
べ
ら
、
ほ
と
け
の
ざ
、

す
ず
な
（
蕪
）、
す
ず
し
ろ
（
大
根
）

お
汁
粉
、
お
雑
煮
、
揚
げ
餅

小
豆
粥

福
豆

い
な
り
寿
司
、
油
揚
げ
の
料
理

菱
餅
、
ひ
な
あ
ら
れ
、
白
酒
、

は
ま
ぐ
り
の
潮
汁
、
ち
ら
し
寿
司

ぼ
た
餅

花
見
団
子
、
行
楽
弁
当

新
茶

ち
ま
き
、
柏
餅

そ
う
め
ん

鰻
、
梅
干
し
、
う
ど
ん

菊
花
酒
、
食
用
菊
の
料
理

月
見
団
子
、
里
芋
料
理

お
は
ぎ

月
見
団
子
、
栗
料
理
、
豆
料
理

千
歳
飴
、
赤
飯

南
瓜
料
理
、
小
豆
料
理

年
越
し
そ
ば

誕生～生後7日目 生後30日前後 生後100日頃

3歳・5歳・7歳の11月15日

20歳になり、社会的に大人として認
められたことをお祝いする行事
（※）。武家社会では男子が15歳前
後に「元服」、女子は13歳前後に「髪
上げ」という儀式をし、大人の仲間入
りを果たしていたことに由来します。

※「成人の日」は本来1月15日でしたが、現
在は1月の第二月曜日に国民の祝日として
定められており、式典は各自治体により
様々です。

成人式
20歳

女の子は3月3日、男の子は5月5日

満1歳の誕生日

お
食
い
初
め

日本では、季節の節目だけでなく、人生の節目でもお祝いをしたり、厄払いをする「通過儀礼」が古くから行われてきました。
子どもが無事に育ち、長生きできるようにと願い、赤飯やご馳走を用意して家族で和やかに食事をするハレの日でもあります。

発行／農林水産省　制作／合同会社五穀豊穣　協力／大久保洋子（一般社団法人日本家政学会食文化研究部会長）　構成・文／下村千秋、イラスト／モリケイ（表紙・すごろく）、デザイン／畠中ゆかり

幼稚園への入園や小学校への入学
を祝い、健やかに成長したことに感
謝します。進級を重ね、卒業の節目
には新たな旅立ちをお祝いし、さら
なる飛躍を願います。

＼ 家族でお祝いの食事を囲むハレの日／

地域によって行事のいわれや行事食なども様々あります。
自分の地域で行われる行事や、その土地ならではの食について、お子様とお話しながら楽しんでください。

生まれてから大人になるまでの通過儀礼



GOAL

START
七
草
粥

お
汁
粉

鍋
も
の

寒
ブ
リ

福
豆

よ
も
ぎ

い
な
り
寿
司

ぼ
た
餅

た
け
の
こ

ち
ま
き

柏
餅

新
茶

あ
さ
り

青
豆

鰻

新
米

栗

と
こ
ろ
て
ん

干
し
柿

七
五
三

南
瓜

年
越
し
そ
ば

ち
ら
し
寿
司

は
ま
ぐ
り
の
潮
汁

松
茸

初
が
つ
お

神
社
に
参
拝
し
、
長
寿
を
願
っ
て
細
く
長
く
伸
ば
し
た

千
歳
飴
や
、
赤
い
色
が
邪
気
を
払
う
と
さ
れ
る

赤
飯
を
食
べ
て
子
ど
も
の
成
長
を
祈
る
。

冬
至

一
年
で
最
も
日
が
短
い
日
。

こ
の
日
を
境
に

太
陽
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て

運
が
向
く
と
考
え
ら
れ
、

小
豆
や
南
瓜
を
食
べ
て
邪
気
を
払
い
、

香
り
の
強
い
ゆ
ず
湯
に

入
っ
て
身
を
清
め
る
。

お
正
月

歳
神
様
を
迎
え
る
準
備
か
ら

心
を
込
め
て
行
い
、
お
せ
ち
料
理
を

用
意
し
て
家
族
み
ん
な
で
共
食
し
、

一
年
の
幸
せ
を
祈
る
。

大
晦
日

一
年
の
締
め
く
く
り
に
そ
ば
を
食
べ
て
新
た
な
年
の
幸
せ
を
願
う
。

長
寿
そ
ば
、
運
気
そ
ば
、
福
そ
ば
、
縁
切
り
そ
ば
な
ど
様
々
な
呼
び
名
が
あ
る
。

別
名
「
桃
の
節
句
」

桃
の
花
や
雛
人
形
を
飾
り
、

願
い
を
込
め
た
料
理
や

菓
子
を
食
べ
て
厄
を
払
い
、

女
の
子
の
成
長
と
幸
せ
を
願
う
。

別
名
「
菖
蒲
の
節
句
」

菖
蒲
湯
に
入
っ
て
厄
を
払
い
、

ち
ま
き
や
柏
餅
を
食
べ
て

男
の
子
の
成
長
を
願
う
。

別
名
「
笹
の
節
句
」

願
い
事
を
書
い
た

五
色
の
短
冊
や

飾
り
を
笹
竹
に
吊
る
し
、

技
芸
上
達
・
豊
作
を
願
う
。

天
の
川
に
見
立
て
た

そ
う
め
ん
を
食
べ
る
。

土
用
の
丑
の
日

立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
前
の

18
日
間
（
ま
た
は
19
日
間
）
が
土
用
。

夏
の
土
用
の
丑
の
日
に
は

鰻
や
「
う
」
の
つ
く
物
を
食
べ
て

健
康
を
祈
る
。

十
三
夜

栗
名
月
と
も
呼
ば
れ
、

十
五
夜
と
同
様
に

栗
料
理
な
ど
を
お
供
え
し
て

お
月
様
を
拝
み
、
収
穫
を
祝
う
。

別
名
「
菊
の
節
句
」

強
い
香
り
で
邪
気
を
払
う
と
さ
れ
る

菊
の
花
を
浮
か
べ
た

菊
花
酒
を
飲
み
、
長
寿
を
祈
る
。

桜
の
花
に
宿
る
と
さ
れ
る

田
の
神
様
を
も
て
な
し
、

豊
作
を
祈
る
。

お
花
見

立
春
か
ら
数
え
て
88
日
目
。

こ
の
日
に
摘
ん
だ
お
茶
を

飲
む
と
長
生
き
す
る
と
い
わ
れ
、

新
茶
を
贈
る
風
習
も
あ
る
。

八
十
八
夜

お
は
ぎ

そ
う
め
ん

上
巳
の
節
句

端
午
の
節
句

七
夕
の
節
句

春
の
七
草
か
ら

自
然
の
芽
吹
き
を
い
た
だ
い
て
、

一
年
の
無
病
息
災
を
願
う
。

お
雑
煮

関
東
で
は
醤
油
味
で
角
餅
入
り
、

関
西
で
は
白
味
噌
味
で

丸
餅
入
り
が
主
流
。

あ
ん
餅
や
く
る
み
だ
れ
な
ど

地
域
に
よ
っ
て

様
々
な
特
色
が
あ
る
。

鏡
開
き

歳
神
様
に

供
え
て
あ
っ
た

鏡
餅
を
食
べ
て
、

家
族
の
一
年
の

幸
せ
を
願
う
。

小
正
月

邪
気
を
払
う
と
さ
れ
る

小
豆
を
加
え
た
粥
を
食
べ
て
、

無
病
息
災
を
祈
る
。

節
分

旧
暦
で
の
新
年
前
日
に
、

大
豆
を
炒
っ
た

福
豆
を
ま
い
て
邪
気
を
払
い
、

一
年
の
幸
福
を
祈
る
。

初
午

稲
荷
神
の
遣
い
と
さ
れ
る

狐
の
好
物
の
油
揚
げ
や

い
な
り
寿
司
を
お
供
え
し
て
、

商
売
繁
盛
・
家
内
安
全
を
祈
る
。

東
日
本
は
俵
型
、

西
日
本
は
三
角
型
の

い
な
り
寿
司
が
主
流
。

春
分
の
日
（
彼
岸
）

春
分
の
日
を
中
日
と
し
、

前
後
3
日
を
合
わ
せ
た
7
日
間
が
彼
岸
。

牡
丹
の
花
に
ち
な
ん
だ

ぼ
た
餅
（
こ
し
あ
ん
）
を

お
供
え
し
て
先
祖
供
養
を
す
る
。

秋
分
の
日
（
彼
岸
）

秋
分
の
日
を
中
日
と
し
、

前
後
の
3
日
を
合
わ
せ
た
7
日
間
が
彼
岸
。

萩
の
花
に
ち
な
ん
だ

お
は
ぎ
（
粒
あ
ん
）
を
お
供
え
し
て

先
祖
供
養
を
す
る
。

人
日
の
節
句

重
陽
の
節
句

菊
花
酒

小
豆
粥

新
じ
ゃ
が

赤
飯

千
歳
飴

お
雑
煮

十
五
夜

芋
名
月
と
も
呼
ば
れ
、
す
す
き
を
飾
り
、

月
見
団
子
や
里
芋
料
理
、
農
作
物
を
お
供
え
し
て

お
月
様
を
拝
み
、
収
穫
を
祝
う
。

花
見
団
子

立
春

立
夏

立
秋

立
冬




